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明
治
十
四
年
（
一
八
八
一
）
七
月
三
十

日
か
ら
十
月
十
四
日
、
明
治
天
皇
の
第
二

回
北
海
道
東
北
巡
幸
が
行
わ
れ
、
秋
田
県

内
は
九
月
十
一
日
か
ら
二
十
一
日
に
通
り

ま
し
た
。
秋
田
県
へ
の
巡
幸
は
初
め
て
で

し
た
。
総
勢
は
供
奉
官
員
他
三
百
七
十
名

で
、
青
森
県
か
ら
羽
州
街
道
沿
い
を
山
形

県
に
進
み
ま
し
た
。

内
務
省
か
ら
秋
田
県
庁
に
巡
幸
決
定
の

電
報
が
入
っ
た
の
が
六
月
十
一
日
で
、
準

備
期
間
は
わ
ず
か
三
か
月
で
し
た
。
県
は

政
府
か
ら
送
付
さ
れ
た
「
御
巡
幸
ニ
付
キ

沿
道
地
方
官
心
得
書
」
に
基
づ
き
、
六
月

十
三
日
に
御
巡
幸
御
用
掛
を
臨
時
に
設
置

し
た
後
、
二
十
五
日
に
在
京
県
吏
か
ら
日

程
等
の
確
定
情
報
を
得
、
二
十
七
日
に
御

巡
幸
御
用
掛
を
八
掛
に
編
成
し
ま
し
た
。

そ
し
て
七
月
二
十
一
日
に
は
、
行
在
所

あ
ん
ざ
い
し
ょ

・

駅
逓
・
天
覧
物
取
調
・
輦
路
れ
ん
ろ

便
覧
取
調
・
土

木
・
会
計
・
警
備
の
七
掛
に
再
編
し
分
掌
を

定
め
、
準
備
を
急
ぎ
ま
し
た
。

当
館
は
関
係
公
文
書
と
し
て
〈
表
〉
の

「
御
巡
幸
御
用
掛
事
務
簿
」
二
十
一
冊
と
、

各
掛
の
作
成
し
た
調
査
書
や
絵
図
面
な
ど

雑
書
を
保
存
し
て
い
ま
す
。
こ
の
事
務
簿

二
十
一
冊
の
う
ち
、
約
十
八
冊
が
明
治
十

四
年
六
月
か
ら
九
月
に
か
け
て
作
成
さ
れ

て
い
ま
す
。

「
行
在
所
掛
之
部
附
土
木
掛
之
部
」
か

ら
は
、
行
在
所
等
の
準
備
の
た
め
、
秋
田

県
よ
り
先
に
天
皇
が
訪
れ
た
開
拓
使
（
北

海
道
）
や
青
森
県
か
ら
情
報
を
電
報
で
収

集
し
た
様
子
が
見
ら
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、

巡
幸
に
際
し
て
陸
軍
省
か
ら
依
頼
さ
れ
た

「
軍
事
政
表
」
の
作
成
調
査
や
、
沿
道
各

町
村
か
ら
選
出
さ
れ
た
御
巡
幸
御
世
話
掛

へ
の
指
示
な
ど
、
明
治
天
皇
の
一
行
を
迎

え
る
県
庁
の
動
き
が
具
体
的
に
分
か
り
ま

す
。
ま
た
行
在
所
掛
の
文
書
の
八
月
二
日

の
文
書
を
見
る
と
、
関
係
職
員
は
休
暇
を

返
上
し
、
連
日
午
前
七
時
か
ら
午
後
七
時

ま
で
働
い
て
い
ま
す
。
猛
暑
の
た
め
、
毎

日
氷
三
斤
（
約
一
・
八
㎏
）
を
購
入
し
た

こ
と
も
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
天
覧
物
取
調
掛
之
部
」
に
は
、
天
覧

箇
所
で
あ
る
社
会
福
祉
団
体
の
感
恩
講
、

士
族
授
産
団
体
の
秋
成
社
、
蚕
卵
紙
輸
出

の
川
尻
組
、
学
校
、
病
院
な
ど
の
調
査
書

も
収
録
し
、
こ
れ
ら

諸
団
体
の
経
営
の
実

態
が
分
か
り
ま
す
。

ま
た
天
覧
に
供
す

る
物
品
や
古
書
籍
・

画
図
の
他
、
戊
辰
戦

争
の
戦
没
者
遺
族
、

孝
子
節
婦
や
篤
行
奇

特
者
、
満
八
十
歳
以

上
の
高
齢
者
、
県
内

士
族
の
授
産
状
況
を

調
査
し
た
文
書
も
あ

り
、
巡
幸
実
施
の
多

様
な
目
的
が
窺
え
ま

す
。「

輦
路
便
覧
取
調

掛
之
部
」
は
、
巡
幸

時
に
二
百
五
十
部
調
製
さ
れ
た
「
輦
路
便

覧
」
の
編
集
調
査
に
関
す
る
簿
冊
で
す
。

調
査
資
料
は
、
南
秋
田
・
仙
北
・
雄
勝
の

三
郡
分
で
す
が
、
当
時
の
輦
路
沿
道
町
村

の
戸
数
や
人
口
、
名
所
旧
跡
や
寺
社
縁
起

な
ど
詳
細
な
記
録
を
残
し
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
紹
介
し
た
「
御
巡
幸
御
用
掛
事

務
簿
」
全
二
十
一
冊
の
検
索
に
は
、『
秋

田
県
庁
文
書
群
目
録
』
第
二
集
を
御
利
用

く
だ
さ
い
。
目
録
は
、
当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
上
で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

（
公
文
書
班
　
柴
田
知
彰
）

資
料
紹
介 

―
明
治
十
四
年
山
形
秋
田
両
県
及
び
北
海
道
巡
幸
関
係
― 

﹁
御
巡
幸
御
用
掛
事
務
簿
﹂

﹁
御
巡
幸
御
用
掛
事
務
簿
﹂
に
つ
い
て

に
つ
い
て

﹁
御
巡
幸
御
用
掛
事
務
簿
﹂

﹁
御
巡
幸
御
用
掛
事
務
簿
﹂
に
つ
い
て

に
つ
い
て

﹁
御
巡
幸
御
用
掛
事
務
簿
﹂
に
つ
い
て

〈表〉明治 年御巡幸関係資料 
雑書 冊数 期　間 内　　容 簿冊名称 

「御巡幸御用掛事務簿」 

天皇の行在所、休憩場所の手配、供奉官員 
の宿割り、御馬車舎や馬繋場の設置など 
巡行ルートの道路橋梁修繕、清掃及び行在 
所、御馬車舎や馬繋場の建築など 
天覧に供する箇所や物品の調査、県治調書 
の作成、古書籍・図面の調査 
行在所備品、供奉官宿泊料、その他会計事 
務 

行在所の警護や御通輦時の沿道取締など 

宿駅の里程や渡船賃等の調査、宿駅や人夫 
の手配、車馬の継立、供奉官員の宿割り 

「輦路便覧」の調査編集など 

行在所掛之 
部附土木掛 
之部 
 
天覧物取調 
掛之部 

会計掛之部 

警備掛之部 

駅逓掛之部 

輦路便覧取 
調掛之部 

6

10

2

1

1

1

Ｍ14.６
 ～15.５

Ｍ14.６
 ～16.４
Ｍ14.９
 ～15.４
Ｍ14.６
 ～14.12

Ｍ14.７
 ～14.10

Ｍ14.６
 ～14.12

各
掛
作
成
の
調
査
書
、
目
録
、
絵
図
等 

天覧鵜飼いの絵図　※絵図中の朱線は巡幸路
「御巡幸御用掛事務簿」天覧物取調掛之部二番

（930103－12011）



秋
田
県
公
文
書
館
で
は
今
年
度
「
中
安

家
文
書
」
三
十
九
点
を
購
入
し
ま
し
た
。

資
料
の
ほ
と
ん
ど
は
幕
末
の
家
老
中
安

内
蔵
く

ら

盛
良
（
文
化
六
年
（
一
八
〇
九
）
三

月
十
八
日
〜
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
二

月
二
十
八
日
）
の
手
に
よ
る
日
記
・
記
録

類
で
す
。

も
と
も
と
中
安
家
は
十
五
石
の
下
級
藩

士
で
し
た
が
、
内
蔵
の
父
親
中
安
主
典
盛

秉
（
安
永
四
年
（
一
七
七
五
）
十
一
月
十

一
日
〜
嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）
五
月
二

十
七
日
）
が
一
代
で
家
老
ま
で
引
き
立
て

ら
れ
、家
禄
は
百
七
十
石
に
な
り
ま
し
た
。

家
格
が
重
視
さ
れ
た
江
戸
時
代
中
期
以

降
の
秋
田
藩
武
士
社
会
の
中
で
、
下
級
藩

士
か
ら
家
老
ま
で
登
り
詰
め
た
例
は
他
に

な
く
、
こ
の
破
格
の
出
世
の
裏
に
何
が
あ

っ
た
の
か
興
味
は
尽
き
ま
せ
ん
。

資
料
は
そ
の
子
中
安
内
蔵
盛
良
に
関
す

る
も
の
で
す
が
、
用
人
か
ら
家
老
に
出
世

し
た
中
安
内
蔵
盛
良
の
存
在
も
注
目
に
値

し
ま
す
。
内
蔵
は
天
保
十
五
年
（
一
八
四

四
）
用
人
に
な
り
、
安
政
二
年
（
一
八
五

五
）
か
ら
文
久
元
年
（
一
八
六
一
）
に
か

け
て
家
老
に
就
任
し
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
彼
の
家
老
就
任
は
、
江
戸
藩

邸
で
大
き
な
力
を
持
っ
て
い
た
家
老
佐
藤

源
右
衛
門
の
失
脚
と
か
ら
ん
で
い
ま
す
。

中
安
内
蔵
を
家
老
に
推
薦
し
た
の
は
佐

藤
源
右
衛
門
で
し
た
が
、
そ
の
佐
藤
は
安

政
二
年
（
一
八
五
五
）
十
月
、
対
立
す
る

家
老
石
塚
孫
太
夫
に
よ
り
失
脚
さ
せ
ら
れ

て
し
ま
う
の
で
す
。
つ
ま
り
中
安
内
蔵
の

家
老
就
任
と
佐
藤
源
右
衛
門
の
失
脚
が
同

時
だ
っ
た
の
で
す
。

家
老
就
任
後
、
中
安
内
蔵
は
石
塚
孫
太

夫
や
宇
都
宮
孟
綱
と
い
っ
た
筆
頭
家
老
の

下
で
ナ
ン
バ
ー
２
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
就
い

て
い
ま
す
。
つ
ま
り
中
安
内
蔵
は
政
変
を

う
ま
く
乗
り
切
っ
た
人
物
で
あ
り
、
日
記

か
ら
は
転
身
を
遂
げ
た
そ
の
人
物
像
が
浮

か
び
上
が
っ
て
き
ま
す
。

本
館
で
は
『
宇
都
宮
孟
綱
日
記
』
を
刊

行
し
て
い
ま
す
が
（
三
月
に
第
二
巻
刊

行
）、
こ
れ
と
「
中
安
家
文
書
」
を
比
較

す
る
こ
と
で
、
よ
り
一
層
幕
末
秋
田
藩
上

層
部
の
動
き
が
見
え
て
き
ま
す
。

更
に
興
味
深
い
の
は
、
家
老
就
任
後
の

安
政
三
年
（
一
八
五
六
）
四
月
一
日
以
降
、

中
安
内
蔵
が
自
分
が
作
成
す
る
文
書
の
様

式
を
変
え
て
い
る
点
で
す
。
こ
れ
が
ど
の

よ
う
な
変
化
な
の
か
は
、
実
際
に
手
に
と

っ
て
見
て
く
だ
さ
い
。

（
古
文
書
班
　
畑
中
康
博
）

〈表〉中安家文書 
 
１
２
３
４
５
６
７
８
９
10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

　　　資　    料　    名 
御留主中秋田日記 
御留主中秋田日記 
［日記］ 
江戸日記 
当座覚 
江戸日記 
江戸日記 
日記 
日記 
日記 
日記 
日記 
日記 
御道中日記 
江戸日記 
江戸日記 
江戸日記 
江戸日記 
江戸日記 
江戸日記 
江戸日記 
江戸日記 
江戸日記 
往復書状控 
自筆并連名内書申来候仰之控 
御参勤御道中御手控写 
御道中御手控写 
御参勤御手控 
御参勤御道中御手控写 
柳原八名川町通酒井若狭守様 
上屋敷御預取纏 
［留書］ 
御手控写纏 
向飛騨政申日記写　御跡目御 
願御用被仰付早打ニ而罷登候 
節之留書 
松平肥後守様へ節姫様御引越 
之節手控草稿 
佳姫様御縁組御結納御引越御 
婚礼留書・節姫様御礼書抜 
悦姫様御引越留書 
御宮詣御手続并相続御役々 
鷹拝領御手続 
遠慮定 

　和　　暦
弘化３
弘化３
嘉永４
嘉永６
嘉永７
嘉永７
嘉永７
安政３
安政３
安政３
安政５
安政６
安政７
万延元
万延元
万延元
万延元
万延元
万延元
万延元
万延元
万延元
万延２
安政３～４
安政３～４
天保５
天保７
安政３
万延元

弘化２

弘化～嘉永頃
安政３

文化12

文政７

安政３

安政３

寛政６

　　  月　　　　日
５月６日～閏５月28日
９月２日～12月29日
２月14日～３月29日
11月１日～12月晦日
１月24日～10月20日
６月１日～閏７月29日
12月１日～12月晦日
２月１日～２月28日
３月１日～３月29日
４月１日～５月18日
２月１日～２月29日
11月１日～11月27日
３月１日～３月27日
閏３月16日～閏３月18日
４月２日～４月29日
５月１日～５月29日
６月１日～６月晦日
７月１日～７月29日
８月１日～８月29日
９月１日～９月晦日
10月１日～10月29日
11月１日～11月晦日
２月１日～２月晦日
６月７日～２月16日
６月19日～４月27日
９月
３月
５月
閏３月

７月１日～10月６日

１月１日～１月３日
９月16日～12月21日
 
７月８日～８月16日
 

２月19日

８月

８月

３月

資
料
紹
介 

﹁
中
安
家
文
書
﹂

﹁
中
安
家
文
書
﹂

﹁
中
安
家
文
書
﹂

﹁
中
安
家
文
書
﹂

﹁
中
安
家
文
書
﹂



今
年
度
は
〈
表
〉
の
よ
う
に
九
点
の
複

製
絵
図
を
作
成
し
ま
し
た
。

今
年
度
複
製
化
し
た
こ
れ
ら
の
絵
図
史

料
の
見
所
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

１
番
と
２
番
の
「
能
代
町
之
絵
図
」
は
、

家
老
今
宮
大
学
義
透
の
領
内
調
査
に
伴
い

作
成
さ
れ
た
享
保
十
三
年
（
一
七
二
八
）

の
「
能
代
絵
図
」（
能
代
市
役
所
蔵
）
の

写
し
で
あ
る
と
指
摘
す
る
研
究
者
が
い
ま

す
。
確
か
に
絵
図
の
奥
書
に
は
享
保
七
年

の
「
能
代
絵
図
」（
能
代
市
役
所
蔵
）
を

弘
化
二
年
（
一
八
四
五
）
に
写
し
た
と
あ

り
ま
す
が
、
絵
図
の
記
載
内
容
を
よ
く
見

る
と
盤
若
町
や
新
屋
敷
中
丁
な
ど
寛
政

期
・
天
保
期
に
成
立
し
た
町
名
が
あ
る
こ

と
か
ら
弘
化
年
間
の
能
代
町
の
様
子
で
あ

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

３
番
〜
６
番
の
「
秋
田
城
郭
絵
図
」
は

明
治
時
代
の
久
保
田
城
内
の
建
造
物
払
い

下
げ
に
関
連
す
る
絵
図
で
、
城
内
の
建
物

に
記
号
や
坪
数
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
絵
図
と
「
秋
田
県
庁
文
書
群
」
の
久
保

田
城
建
造
物
払
い
下
げ
関
係
の
公
文
書
を

合
わ
せ
て
見
る
こ
と
で
、
江
戸
時
代
を
象

徴
す
る
久
保
田
城
が
、
明
治
期
に
ど
の
よ

う
に
解
体
さ
れ
て
い
っ
た
の
か
が
わ
か
り

ま
す
。

７
番
の
「
仙
台
城
下
絵
図
」
や
８
番
の

「
米
沢
城
絵
図
」
は
他
藩
の
城
下
町
の
絵

図
で
す
。
黄
色
に
着
色
さ
れ
た
道
路
に
朱

線
が
引
か
れ
て
い
る
と
こ
ろ
や
土
塁
や

川
、
堀
等
の
記
載
様
式
は
、
正
保
四
年

（
一
六
四
七
）
の
「
出
羽
国
秋
田
郡
久
保

田
城
絵
図
（
県
Ｃ
―
一
七
三
・
一
七
四
）

や
正
保
三
年
（
一
六
四
六
）
の
「
出
羽
国

米
沢
城
絵
図
」（
国
立
公
文
書
館
所
蔵
）

等
幕
府
が
全
国
の
諸
大
名
に
命
じ
て
作

成
・
提
出
さ
せ
た
「
正
保
城
絵
図
」
と
ほ

と
ん
ど
同
じ
で
す
。
し
か
し
秋
田
藩
が
な

ぜ
他
藩
の
城
下
町
の
絵
図
を
作
成
し
た
の

か
そ
の
理
由
は
不
明
で
す
。

今
年
度
は
こ
う
し
た
絵
図
の
複
製
を
作

製
し
、
よ
り
閲
覧
し
や
す
く
し
て
い
ま
す

の
で
、
多
く
の
方
々
に
ご
利
用
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

（
古
文
書
班
　
伊
藤
成
孝
）

本
館
で
は
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
幕
末

の
秋
田
藩
の
家
老
宇
都
宮

う
つ
の
み
や

孟
綱

た
け
つ
な

の
日
記
を

三
月
に
翻
刻
刊
行
し
ま
す
。

今
回
刊
行
す
る
第
二
巻
に
は
、
弘
化
二

年
（
一
八
四
五
）
五
月
か
ら
嘉
永
元
年

（
一
八
四
八
）
十
二
月
ま
で
の
日
記
が
含

ま
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
本
は
各
都
道
府
県
の
公
文
書
館
や

図
書
館
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
が
、
五
千

五
百
円
で
頒
布
も
し
て
い
ま
す
。
御
希
望

の
方
は
左
記
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

〒
０
１
１
―
０
９
０
１

秋
田
市
寺
内
字
三
千
刈
一
一
〇
―
一

秋
田
活
版
印
刷
会
社

電
話
０
１
８
（
８
８
８
）
３
５
０
０

〈表〉平成18年度作成複製絵図一覧 

 No． 

１ 
２ 
３ 
４ 
５ 
６ 
７ 
８ 
９ 

  整理番号

県Ｃ－123－１
県Ｃ－123－２
県Ｃ－254

県Ｃ－255

県Ｃ－256

県Ｃ－257

県Ｃ－371

県Ｃ－373

県Ｃ－598

      資　　　料　　　名 

能代町之絵図 
能代町之絵図（別） 
羽後国秋田郡秋田城郭之図 
羽後国秋田郡秋田城絵図 
羽後国秋田郡秋田城郭之図 
秋田城絵図 
仙台城下絵図 
米沢城絵図 
海岸絵図 

　年代 

弘化２年 
弘化２年 
年 未 詳  
年 未 詳  
年 未 詳  
年 未 詳  
年 未 詳  
年 未 詳 
嘉永２年 

縦×横
原寸法（㎝）
350×190

131× 65

55× 74

55× 74

54× 77

53× 77

145×173

186×179

235×535

縦×横
縮尺（㎝）
192×103

131× 65

55× 74

55× 74

54× 77

53× 77

102×122

119×114

210×120

※ただし、県Ｃ－598の複製絵図は四分割で作成。

仙
台
城

米
沢
城

複
製
絵
図
紹
介

複
製
絵
図
紹
介

複
製
絵
図
紹
介

複
製
絵
図
紹
介

複
製
絵
図
紹
介

『
宇
都
宮
孟
綱
日
記
』第
二
巻 

刊
行
物
の
お
知
ら
せ

刊
行
物
の
お
知
ら
せ

刊
行
物
の
お
知
ら
せ

刊
行
物
の
お
知
ら
せ

刊
行
物
の
お
知
ら
せ



本
館
で
は
今
年
度
の
市
町
村
史
料
保
存

連
絡
会
議
を
十
一
月
二
十
二
日
（
水
）「
公

文
書
・
古
文
書
の
危
機
管
理
―
散
逸
・
災

害
か
ら
史
料
を
守
る
―
」
を
テ
ー
マ
に
開

催
し
ま
し
た
。
県
内
市
町
村
の
各
機
関
よ

り
三
十
八
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

１．

基
調
講
演

「
歴
史
資
料
の
危
機
管
理
〜
水
害
・
地

震
・
合
併
の
中
で
〜
」

山
本
幸
俊
氏

（
新
潟
県
上
越
市
総
務
部
総
務
課
公
文
書

館
準
備
室
）

２．

報
告

①
市
町
村
公
文
書
等
保
存
状
況
調
査
報
告

秋
田
県
公
文
書
館
　
柴
田
知
彰

②
三
種
町
・
鹿
角
市
の
歴
史
資
料
調
査
報

告
　
　
秋
田
県
公
文
書
館
　
伊
藤
成
孝

③
秋
田
県
公
文
書
館
「
公
文
書
等
の
災
害

救
済
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
に
つ
い
て

秋
田
県
公
文
書
館
　
煙
山
英
俊

３．

情
報
交
換

地
域
の
歴
史
財
産
で
あ
る
公
文
書
や
古

文
書
が
散
逸
の
危
機
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る

こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
の
連
絡
会
議
で
も
取

り
上
げ
て
き
ま
し
た
が
、
昨
今
で
は
自
治

体
史
の
編
纂
終
了
に
伴
う
編
纂
室
の
閉
鎖

や
、
市
町
村
合
併
に
伴
う
博
物
館
施
設
等

の
閉
鎖
・
縮
小
と
い
っ
た
問
題
か
ら
起
こ

る
歴
史
資
料
の
散
逸
や
保
存
管
理
の
困
難

化
が
問
題
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

ま
た
一
方
で
、阪
神
淡
路
大
震
災
以
降
、

被
災
し
た
地
域
に
お
け
る
歴
史
資
料
の
救

出
・
保
存
修
復
が
行
わ
れ
た
こ
と
も
記
憶

に
新
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

今
年
度
の
会
議
は
、
新
潟
県
水
害
や
新

潟
県
中
越
地
震
な
ど
の
際
に
歴
史
資
料
の

救
出
に
携
わ
り
、
ま
た
自
治
体
史
編
纂
か

ら
公
文
書
館
の
設
立
と
い
う
経
験
を
さ
れ

た
山
本
幸
俊
氏
（
上
越
市
総
務
部
総
務
課

公
文
書
館
準
備
室
指
導
主
事
）
か
ら
講
演

を
い
た
だ
き
、
公
文
書
・
古
文
書
の
危
機

管
理
に
つ
い
て
考
え
る
場
と
し
ま
し
た
。

山
本
氏
の
講
演
は
具
体
的
な
経
験
に
基

づ
く
だ
け
に
言
葉
の
一
つ
一
つ
に
重
み
が

あ
り
、
参
加
者
に
は
参
考
に
な
る
点
が
多

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

ま
た
当
館
が
行
っ
た
市
町
村
公
文
書
等

保
存
状
況
調
査
報
告
で
は
、
合
併
後
の
自

治
体
の
公
文
書
・
歴
史
資
料
の
保
存
状
況

が
紹
介
さ
れ
る
と
と
も
に
、
こ
の
会
議
の

前
に
県
内
各
市
町
村
に
お
願
い
し
た
議
事

録
・
広
報
紙
な
ど
の
保
存
状
況
調
査
の
結

果
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

三
種
町
・
鹿
角
市
の
歴
史
資
料
調
査
報

告
で
は
地
域
史
料
の
保
存
状
況
や
、
史
料

の
保
存
と
展
示
・
公
開
に
携
わ
っ
て
お
ら

れ
る
方
々
の
活
動
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
不
慮
の
災
害
に
対
し
て
当
館
が

作
成
し
た
「
公
文
書
等
の
災
害
救
済
マ
ニ

ュ
ア
ル
」
を
今
後
県
や
市
町
村
と
も
話
し

合
い
一
層
整
備
し
て
い
く
こ
と
を
確
認
し

ま
し
た
。

情
報
交
換
で
は
、
基
調
講
演
の
補
足
・

質
疑
と
と
も
に
、
八
峰
町
峰
浜
庁
舎
火
災

後
の
公
文
書
復
元
・
整
理
作
業
の
様
子
や

市
町
村
に
お
け
る
公
文
書
館
施
設
設
置
の

動
き
、
歴
史
資
料
保
存
の
た
め
の
文
書
管

理
規
程
整
備
の
事
例
な
ど
が
紹
介
さ
れ
ま

し
た
。

市
町
村
合
併
が
一
段
落
し
、
庁
舎
統
合

な
ど
の
話
題
が
俎
上
に
登
り
始
め
る
こ
れ

か
ら
が
実
は
公
文
書
散
逸
・
廃
棄
な
ど
の

危
険
性
が
高
ま
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と

は
、
昭
和
の
大
合
併
な
ど
過
去
の
例
で
も

明
ら
か
で
す
。
そ
の
中
で
公
文
書
・
歴
史

資
料
保
存
へ
の
動
き
が
県
内
で
も
活
発
化

し
て
き
た
こ
と
は
大
変
良
い
こ
と
で
、
当

館
と
し
て
も
こ
の
よ
う
な
会
議
な
ど
を
通

し
て
情
報
の
提
供
に
努
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

（
公
文
書
班
　
煙
山
英
俊
）

平
成
十
八
年
度
　

平
成
十
八
年
度
　

市
町
村
史
料
保
存
連
絡
会

市
町
村
史
料
保
存
連
絡
会
議

平
成
十
八
年
度
　

平
成
十
八
年
度
　

市
町
村
史
料
保
存
連
絡
会

市
町
村
史
料
保
存
連
絡
会
議

平
成
十
八
年
度
　

市
町
村
史
料
保
存
連
絡
会
議



前
期
　
八
月
二
十
五
日
〜
九
月
十
九
日

後
期
　
十
月
二
十
四
日
〜
十
一
月
十
二
日

場
所
　
本
館
特
別
展
示
室

今
年
度
の
企
画
展
は
、
江
戸
時
代
後
期

の
秋
田
藩
の
領
内
や
蝦
夷
地
（
現
在
の
北

海
道
や
樺
太
）
の
海
岸
防
備
に
関
す
る
絵

図
や
古
文
書
を
展
示
し
ま
し
た
。
県
内
外

か
ら
多
く
の
方
が
訪
れ
、
盛
況
の
内
に
終

了
し
ま
し
た
。
展
示
は
大
き
く
五
つ
の
コ

ー
ナ
ー
に
分
か
れ
て
い
ま
し
た
。

①
　
文
化
四
年
の
箱
館
出
兵

文
化
三
年
（
一
八
〇
六
）
樺
太
や
択
捉

島
に
ロ
シ
ア
船
が
現
れ
、
こ
れ
に
驚
い
た

箱
館
奉
行
は
、
弘
前
・
盛
岡
・
鶴
岡
・
秋

田
藩
に
出
兵
を
要
請
し
ま
し
た
。

秋
田
藩
で
は
藩
士
等
五
百
九
十
一
人
を

送
り
、
箱
館
郊
外
七
重
浜
に
陣
屋
を
建
設

し
ま
し
た
。
そ
の
陣
屋
絵
図
や
箱
館
、
松

前
、
江
差
の
絵
図
、
そ
し
て
出
兵
に
参
加

し
た
藩
士
の
日
記
を
展
示
し
ま
し
た
。

②
　
対
外
危
機
の
高
ま
り

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
江
戸
時
代
後
期
の

対
外
危
機
の
高
ま
り
の
中
で
藩
庁
や
藩
士

が
集
め
た
蝦
夷
地
の
絵
図
や
、
秋
田
出
身

の
思
想
家
佐
藤
信
淵
（
一
七
六
九
〜
一
八

五
〇
）
が
考
案
し
た
「
自
走
火
船
」
等
の

兵
器
の
絵
図
を
展
示
し
ま
し
た
。

③
　
海
岸
絵
図

嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）
九
月
、
幕
府

は
全
国
の
大
名
に
海
岸
絵
図
の
作
成
を
命

じ
ま
す
。
秋
田
藩
で
は
御
用
人
兼
御
境
目

奉
行
の
吉
川
久
治
が
近
代
的
な
測
量
術
を

駆
使
し
て
海
岸
絵
図
を
完
成
さ
せ
ま
し

た
。
幅
五
メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
精
巧
な
海
岸

絵
図
は
、
ま
さ
に
秋
田
藩
の
絵
図
作
成
の

技
術
の
最
終
到
達
点
と
言
え
ま
す
。

④
　
台
場
の
築
造

嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
六
月
、
ア
メ

リ
カ
の
ペ
リ
ー
が
江
戸
湾
に
現
れ
、
こ
れ

を
期
に
秋
田
藩
で
は
領
内
に
台
場
の
建
設

を
開
始
し
ま
す
。

展
示
で
は
、
八
森
村
や
新
屋
に
建
設
し

た
台
場
の
絵
図
、
そ
し
て
大
砲
の
配
備
状

況
の
パ
ネ
ル
を
展
示
し
ま
し
た
。

更
に
後
期
展
示
で
は
秋
田
市
立
佐
竹
史

料
館
か
ら
ゲ
ベ
ー
ル
銃
を
借
用
し
て
展
示

し
ま
し
た
。
ゲ
ベ
ー
ル
銃
は
、
ま
さ
に
秋

田
藩
の
軍
事
改
革
の
象
徴
。
多
く
の
見
学

者
が
鈍
い
光
を
放
つ
銃
身
や
銃
口
を
眺
め

て
い
ま
し
た
。

⑤
　
安
政
の
蝦
夷
地
出
兵

安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
江
戸
幕
府
は

蝦
夷
地
の
警
備
を
松
前
・
仙
台
・
盛
岡
・

弘
前
・
秋
田
藩
に
命
じ
ま
す
。
秋
田
藩
の

警
備
区
域
は
、
積
丹
半
島
か
ら
知
床
半
島

に
至
る
海
岸
線
と
、
樺
太
沿
岸
で
し
た
。

ま
た
安
政
六
年
（
一
八
五
九
）
幕
府
は

先
の
五
藩
に
鶴
岡
藩
と
会
津
藩
を
加
え
、

七
藩
で
蝦
夷
地
を
統
治
す
る
命
令
を
下
し

ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
秋
田
藩
に
は
現
在
の

増
毛
と
宗
谷
周
辺
が
領
地
と
し
て
与
え
ら

れ
ま
し
た
。

秋
田
藩
が
建
設
し
た
増
毛
や
宗
谷
、
そ

し
て
ク
シ
ュ
ン
コ
タ
ン
（
樺
太
）
の
陣
屋

絵
図
や
増
毛
陣
屋
に
詰
め
た
藩
士
の
日
記

を
展
示
し
ま
し
た
。

（
古
文
書
班
　
畑
中
康
博
）

平
成
十
八
年
度
企
画
展

平
成
十
八
年
度
企
画
展

﹁
秋
田
藩
の
海
防
警
備
﹂

﹁
秋
田
藩
の
海
防
警
備
﹂

平
成
十
八
年
度
企
画
展

平
成
十
八
年
度
企
画
展

﹁
秋
田
藩
の
海
防
警
備
﹂

﹁
秋
田
藩
の
海
防
警
備
﹂

平
成
十
八
年
度
企
画
展

﹁
秋
田
藩
の
海
防
警
備
﹂



平
成
十
七
年
十
月
か
ら
十
八
年
八
月
に

か
け
て
実
施
し
た
本
調
査
は
、
市
町
村
合

併
を
行
っ
た
県
内
十
五
自
治
体
を
対
象
と

し
ま
し
た
。
独
立
を
選
択
し
た
十
自
治
体

は
十
九
年
度
に
調
査
予
定
で
す
。

調
査
の
目
的
は
次
の
三
点
で
す
。
①
合

併
時
の
公
文
書
等
の
散
逸
防
止
及
び
適
正

な
保
存
の
重
要
性
に
つ
き
周
知
徹
底
、
②

公
文
書
の
保
存
現
場
の
実
態
を
把
握
し
歴

史
的
文
書
の
安
易
な
廃
棄
や
散
逸
を
未
然

に
防
止
、
③
当
館
が
市
町
村
と
連
携
を
取

り
公
文
書
等
の
保
存
適
正
化
や
利
用
に
向

け
支
援
す
る
参
考
資
料
を
収
集
。

調
査
で
は
、
当
館
職
員
が
自
治
体
庁
舎

を
直
接
訪
問
し
、
可
能
な
場
合
は
首
長
に

面
会
し
調
査
の
趣
旨
を
説
明
し
理
解
と
協

力
を
お
願
い
し
ま
し
た
。ま
た
調
査
で
は
、

本
庁
の
文
書
担
当
職
員
と
一
緒
に
本
庁
内

及
び
支
所
等
の
公
文
書
保
管
場
所
を
回
り
、

実
態
に
つ
い
て
、
支
所
等
の
職
員
と
も
情

報
共
有
化
を
努
め
て
図
る
よ
う
に
し
ま
し

た
。
調
査
結
果
を
ま
と
め
る
に
当
た
り
、

議
会
議
事
録
及
び
市
町
村
広
報
誌
の
保
存

状
況
、
自
治
体
史
編
纂
室
の
状
況
に
つ
き

県
内
全
自
治
体
を
対
象
に
補
完
調
査
も
実

施
し
ま
し
た
。

調
査
結
果
よ
り
「
市
町
村
公
文
書
等
保

存
状
況
調
査
報
告
書
」を
作
成
し
ま
し
た
。

左
記
は
報
告
書
の
現
状
分
析
の
概
要
で

す
。

・
戦
前
か
ら
昭
和
戦
後
に
か
け
て
議
会
議

事
録
や
戸
籍
及
び
土
地
関
係
を
除
い
た
一

般
行
政
部
門
の
簿
冊
が
極
め
て
少
数
。

・
平
成
大
合
併
を
直
接
的
契
機
と
す
る
大

量
廃
棄
の
事
例
は
見
ら
れ
な
い
が
、
現
在

の
公
文
書
管
理
形
態
が
続
く
と
将
来
的
に

大
量
廃
棄
の
危
険
性
。

・
市
町
村
公
文
書
の
公
開
は
、
情
報
公
開

制
度
に
拠
ら
ざ
る
を
得
ず
、
事
例
も
稀
少
。

要
因
と
し
て
、
①
文
書
管
理
規
程
が
行

政
的
価
値
優
先
で
あ
り
規
程
に
従
っ
た
廃

棄
で
歴
史
的
文
書
も
廃
棄
さ
れ
る
こ
と
、

②
度
重
な
る
合
併
で
文
書
保
存
場
所
が
増

加
し
状
況
把
握
の
困
難
か
ら
存
在
を
忘
却

さ
れ
る
こ
と
、
③
防
災
対
策
が
不
十
分
で

庁
舎
外
書
庫
等
の
保
存
状
況
が
良
好
で
な

い
場
合
が
多
い
こ
と
、
④
公
文
書
館
法
の

理
念
が
市
町
村
の
住
民
や
職
員
に
浸
透
し

て
い
な
い
こ
と
が
分
析
さ
れ
ま
し
た
。

「
市
町
村
公
文
書
等
保
存
状
況
調
査
報
告

書
」
の
全
文
は
各
市
町
村
の
了
承
を
得
て

当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
掲
載
し
て
あ
り

ま
す
。
市
町
村
の
公
文
書
保
存
対
策
及
び

県
公
文
書
館
の
支
援
態
勢
に
つ
い
て
詳
細

は
こ
ち
ら
を
御
覧
く
だ
さ
い
。

（
公
文
書
班
　
柴
田
知
彰
）

●
古
文
書
解
読
講
座

【
基
礎
講
座
】（
講
師
　
菊
池
保
男
）

三
回
シ
リ
ー
ズ
で
二
期
の
開
催

第
一
回
「
公
務
控
」
を
読
む
Ⅰ
（「
初
岡

敬
治
」
事
件
）
７
／
15
・
８
／
19

第
二
回
「
公
務
控
」
を
読
む
Ⅱ
（「
初
岡

敬
治
」
事
件
Ⅱ
）
７
／
22
・
９
／
２

第
三
回
「
公
務
控
」
を
読
む
Ⅲ
（「
初
岡

敬
治
」
事
件
Ⅲ
）
８
／
５
・
９
／
16

【
専
修
講
座
】

古
文
書
解
読
の
経
験
の
あ
る
方
が
対
象

第
一
回

７
月
４
日

①
封
印
さ
れ
た
政
変
―
安
政
四
年
五
月
二

十
一
日
佐
竹
中
務
の
政
権
奪
取
工
作
―

（
講
師
　
畑
中
康
博
）

②
様
の
字
一
件
に
つ
い
て
―
北
家
・
渋
江

和
光
日
記
に
み
ら
れ
る
―

（
講
師
　
越
中
正
一
）

第
２
回

９
月
12
日

①
秋
田
藩
に
お
け
る
座
格
制
の
確
立
―

「
岡
本
元
朝
日
記
」
を
読
む
―

（
講
師
　
伊
藤
成
孝
）

②
亀
田
領
・
秋
田
領
御
境
論
を
読
む

（
講
師
　
嵯
峨
稔
雄
）

第
３
回

11
月
21
日

①
藩
士
の
記
録
に
み
る
秋
田
藩
の
蝦
夷
地

警
衛
　
　
　
　
　（
講
師
　
後
藤
富
貴
）

②
幕
末
期
の
砲
術
訓
練
を
め
ぐ
っ
て

（
講
師
　
加
藤
民
夫
）

●
歴
史
講
座

第
一
回

９
月
９
日

・
企
画
展
「
秋
田
藩
の
海
防
警
備
」
展
を

語
る
　
　
　
　
（
講
師
　
畑
中
康
博
）

第
２
回

９
月
22
日

・
地
域
史
研
究
と
資
料
調
査
の
現
在

―
太
平
洋
戦
争
下
秋
田
県
内
の
敵
国
人

抑
留
所
研
究
を
素
材
と
し
て
―

（
講
師
　
塩
田
康
之
）

第
３
回

10
月
17
日

・
秋
田
藩
の
藩
庁
機
構
と
役
職

―
「
国
典
類
抄
」
に
み
る
江
戸
時
代
の

人
事
異
動
―
　
　（
講
師
　
伊
藤
成
孝
）

第
４
回

11
月
10
日

・
奥
羽
越
列
藩
同
盟
と
秋
田
藩

（
講
師
　
柴
田
次
雄
）

第
５
回

12
月
２
日

・
幕
末
秋
田
藩
の
情
報
収
集
―
平
田
門
人

帳
を
手
掛
か
り
と
し
て
―

（
講
師
　
菊
池
保
男
）

第
６
回

２
月
２
日

・
秋
田
県
の
文
書
保
存
こ
と
は
じ
め

―
県
令
石
田
英
吉
と
文
書
管
理
制
度
―
　

（
講
師
　
柴
田
知
彰
）

★
古
文
書
や
秋
田
の
歴
史
を
勉
強
し
た
い

と
い
う
方
が
大
勢
集
ま
り
、
会
場
と
な
っ

た
当
館
多
目
的
ホ
ー
ル
は
、
ど
の
講
座
も

熱
気
に
あ
ふ
れ
た
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

（
古
文
書
班
　
後
藤
富
貴
）

平
成
十
八
年
度
　

平
成
十
八
年
度
　

市
町
村
合
併
調
査

市
町
村
合
併
調
査

平
成
十
八
年
度
　

平
成
十
八
年
度
　

市
町
村
合
併
調
査

市
町
村
合
併
調
査

平
成
十
八
年
度
　

市
町
村
合
併
調
査

平
成
十
八
年
度
　

平
成
十
八
年
度
　

各
種
講
座

各
種
講
座

平
成
十
八
年
度
　

平
成
十
八
年
度
　

各
種
講
座

各
種
講
座

平
成
十
八
年
度
　

各
種
講
座



◆
総
括
的
事
項

○
『
研
究
紀
要
』
第
十
四
号
の
発
行

○
『
公
文
書
館
だ
よ
り
』
第
二
十
二

号
の
発
行

○
秋
田
県
公
文
書
館
懇
話
会
の
開
催

○
市
町
村
史
料
保
存
機
関
連
絡
会
議

の
開
催

○
『
事
業
年
報
』
第
十
四
号
の
公
表

○
公
文
書
館
新
シ
ス
テ
ム
構
築
準
備

◆
公
文
書
班
事
業
計
画

○
企
画
展
の
開
催（
八
月
末
〜
十
月
）

○
閲
覧
室
常
設
展
示
の
開
催

○
公
文
書
の
引
渡
（
知
事
部
局
及
び

教
育
委
員
会
）

○
公
文
書
の
引
渡
体
制
の
整
備
奨
励

（
議
会
、
教
育
委
員
会
以
外
の
行

政
委
員
会
）

○
公
文
書
の
評
価
選
別
（
保
存
・
廃

棄
）

○
公
文
書
の
非
公
開
情
報
点
検
、
目

録
整
備
及
び
公
開
簿
冊
数
の
追
加

○
行
政
刊
行
物
の
収
集
、
目
録
整
備

及
び
公
開
冊
数
の
追
加

○
行
政
資
料
所
在
調
査

○
自
立
選
択
市
町
村
の
公
文
書
等
保

存
状
況
調
査

○
公
文
書
の
保
護
（
中
性
紙
保
存
箱

へ
の
収
納
）
及
び
複
製
（
マ
イ
ク

ロ
フ
イ
ル
ム
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
化
、
複
製

本
作
製
）

○
「
秋
田
県
庁
文
書
群
目
録
」
第
五

集
そ
の
一
の
発
行

◆
古
文
書
班
関
係
事
業
計
画

○
所
蔵
史
料
の
整
理
及
び
目
録
の
整

備
○
絵
図
史
料
の
複
製

○
古
文
書
史
料
の
修
復

○
古
文
書
史
料
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル

ム
化
・
複
製
品
化

○
「
北
家
日
記
」
の
翻
刻
及
び
原
稿

照
合

○
館
外
史
料
の
収
集
（
県
内
・
外
の

史
料
を
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
化
）

○
史
料
調
査
（
県
内
・
外
数
カ
所
で

実
施
）

○
講
座
の
開
催
　
古
文
書
解
読
講
座

（
基
礎
・
専
修
講
座
）
歴
史
講
座

○
「
古
文
書
倶
楽
部
」（
古
文
書
広

報
紙
）
の
発
行

○
「
宇
都
宮
孟
綱
日
記
」（
第
三
巻
）

の
刊
行
と
デ
ジ
タ
ル
化

○
特
選
展
示
の
開
催

秋
田
県
公
文
書
館
　

秋
田
県
公
文
書
館
　

平
成
十
九
年
度
の
事
業
計
画

平
成
十
九
年
度
の
事
業
計
画

秋
田
県
公
文
書
館
　

秋
田
県
公
文
書
館
　

平
成
十
九
年
度
の
事
業
計
画

平
成
十
九
年
度
の
事
業
計
画

秋
田
県
公
文
書
館
　

平
成
十
九
年
度
の
事
業
計
画

「
羽
後
国
由
利
郡
全
図
」

資
料
番
号
九
三
〇
一
〇
三
―
一
三
四
八
八

（「
各
郡
全
図
」
所
収
）

明
治
十
八
年
十
二
月
（
一
八
八
五
）

（
原
本
一
二
〇
㎝
×
二
一
五
㎝
）

「
各
郡
全
図
」
は
明
治
十
七
年
七
月
、

当
時
の
赤
川

助
こ
う
す
け

県
令
の
命
に
よ
り
、
作

成
に
着
手
さ
れ
ま
し
た
。
表
紙
の
図
は
、

全
九
郡
の
う
ち
由
利
郡
の
も
の
で
す
。

当
時
の
町
村
の
境
界
が
明
瞭
に
示
さ
れ
、

県
が
町
村
を
管
轄
す
る
に
あ
た
り
、
そ
の

規
模
や
実
態
を
把
握
す
る
た
め
の
基
本
地

図
と
し
て
使
用
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
ま
た
明
治
二
十
二
年
の
町
村
制
施

行
に
伴
う
町
村
合
併
が
あ
っ
た
際
、
新
町

村
の
名
称
が
朱
書
き
で
加
え
ら
れ
、
区
画

ご
と
に
色
分
け
さ
れ
た
た
め
、
当
時
の
合

併
の
状
況
を
知
る
う
え
で
も
貴
重
な
資
料

で
す
。

各
郡
全
図
九
枚
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
る
と

秋
田
県
の
全
体
図
が
完
成
し
ま
す
。「
秋

田
県
管
内
図
」
作
成
の
基
図
と
し
て
の
役

割
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

児
玉
家
文
書
（
三
種
町
鵜
川
）

金
子
家
文
書
（
秋
田
市
土
崎
）

川
村
家
文
書
（
秋
田
市
雄
和
町
）

吉
成
文
庫
（
追
加
）（
仙
北
市
角
館
町
）

佐
々
木
家
文
書
（
男
鹿
市
脇
本
）

柴
田
家
文
書
（
秋
田
市
千
秋
城
下
町
）

○
開
館
時
間

・
平
　
日

十
時
〜
二
十
時
（
四
月
〜
十
月
）

十
時
〜
十
九
時
（
十
一
月
〜
三
月
）

・
土
・
日
曜
日
、
祝
日

十
時
〜
十
八
時

○
休

館

日

・
毎
月
平
日
の
初
日

（
十
二
月
一
日
、
一
月
四
日
は
開
館
）

・
年
末
年
始

（
十
二
月
二
十
八
日
〜
一
月
三
日
）

・
特
別
整
理
期
間

（
館
長
が
指
定
す
る
二
週
間
以
内
の

期
間
）

公
文
書
館
だ
よ
り

第
二
十
一
号

平
成
十
九
年
三
月
十
六
日

編
集
発
行
　
秋
田
県
公
文
書
館

〒
０
１
０
―

０
９
５
２

秋
田
市
山
王
新
町
十
四
―
三
十
一

電
話
０
１
８
（
８
６
６
）
８
３
０
１

URL
http://w

w
w
.pref.akita.lg.jp/kobunsyo/

E
-m
ail
koubunn@

apl.pref.akita.jp

こ
の
印
刷
物
は
一
、二
〇
〇
部
作
成
し
、

そ
の
経
費
は
一
部
当
た
り
三
七
円
で
す
。

表
紙
解
説

平
成
十
八
年
度
　

寄
贈
史
料

平
成
十
八
年
度
　

寄
贈
史
料

利

用

案

内

利

用

案

内

公
文
書
館

平
成
十
八
年
度
　

寄
託
史
料

平
成
十
八
年
度
　

寄
託
史
料


